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１ 市民サイドに立った快適な街づくりについて 

 

（１）向江町から市役所までの道路は、利用者も多く、通学路にもなっているが、街路

灯がなく「暗くて危険な場所」の印象を受ける。かつて賑わっていた地域の商店街

の灯が消え、防犯灯が必要と思うが、設置についてどう考えるか。 

 

（２）リナシティかのやの駐車場の確保について 

 駐車場不足が課題でもあったリナシティかのやに中央公民館機能が移り、さらに

駐車場不足に拍車がかかっている現状をどう見るか。 

また、駐車場不足を解決するためにマックスバリュの駐車場に立体駐車場を整備

するなど必要ではないか。 

 

（３）令和６年４月１日から鹿屋市市民交流センターの機能見直しによる市民サービス

低下について 

 

① フィットネスホールやロッカールームなど管理をする３階スタッフルームもシ

ャッターが降り、利用者は困惑している現状がある。利用者サービスや安全管理

のためにもスタッフルームへのスタッフ配置は必要だと考えるが見解を示された

い。 

 

② ①の対応について指定管理者との協議でどのような意見があったのか示された

い。 

 

 

２ 指定管理者制度について 

 

（１）指定管理者制度の中で働く人の多くはパート扱いであり社会保障も十分でない不

安定な労働条件と言われる。地元雇用者の生活の安定のために、社会一般の雇用労

働環境の目安である賃金水準の変動に応じて、２年目以降の指定管理料を変更する

仕組み『賃金水準スライド』導入についての見解を示されたい。 

 

（２）指定管理者制度において、仕様書違反等を行った指定管理者へ市役所はどこまで

介入できるのか、その範囲について示されたい。 

  


